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　1774年に杉田，前野らは「解体新書」を翻訳した．そのオランダ本の原著者はドイツ人Kulmus
（1731）で，この本が日本の西洋医学の原点となった．1774年はゲーテが「若きヴェルテルの悩み」
を出版，カント，モーツァルトなどもこの時代の人である．
　230年にわたる鎖国時代にオランダ商館に在勤した外人医師のうちカスパー，ケンペル，シーボ
ルトなどの3人はドイツ系である。シーボルトが初めて長崎に来た1823年の頃は，ベートーヴェ
ンやシューベルトが活躍している．シーボルトの2回目の来日（1859）以降の日本は醜名派と開国
派，朝廷派と幕府派の対立で1868年（明治1年）までおおいに揺れ動いていた．
　その頃，生麦事件（1862），薩英戦争（1863）戊辰戦争（1868）と続いて活躍したイギリス公使
館の外科医師ウィリスは明治2年（1869年）に下谷の大病院に大学勘校が設立され校長となった．
当時の医学取調御用掛の相良知安，岩佐純らがドイツ医学の採用を建言し，相良と同じ佐賀出身の
副島種卸，大隈重信の協力でドイツ医学採用の大方針が通った．解雇されたウィリスは西郷，大久
保らにより鹿児島に招かれ医学校で西南役（1877，明治10）まで教えている．
　欧州においては1870年（明治3）鋸盤戦争，1871年（明治4）ドイツ帝国成立などがあり，また
当時のドイツ医学はウィルヒョー，コッホ，レントゲン，ビルロートなどが活躍し世界に冠絶する
隆盛をきわめていた．大学東校（東大前身）の外科はミュルレル，シュルツ，スクリバ，内科はホ
フマン，ウェルニッヒ，ベルツと続き，ドイツ人教師やドイツに留学した医師たちが日本の医学を
開花させていくことになる．
　1990年夏，私はハンブルグのUICCで胃癌のシンポに参加し，ベルリン大学，シャリテ病院，
モルビド病院，森鴎外記念館なども訪問した．目先きの効率よりも基礎的なことを大事にするドイ
ツの風土を再確認した．東西ドイツの統一という記念すべき年であった．
　「解体新書」まで入れると約220年，シーボルトから170年，ドイツ医学が教育の主流となって
から120年にわたってドイツ風の医学がわれわれ日本人に与えた恩恵は大きい．ドイツ文化が音
楽，建築，哲学，文学なども含めてまことに得難い精神的向上を日本民族に与えてくれたことを感
謝し，質素で堅実な日本医学の発展を祈ってやまない．
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